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今年最後の名鍍会報告をさせていただきます。 

年の瀬も迫る中、恒例の年末懇親会が１２月１９日(金)午後７時からぼんぼりの２階の

フロアを貸切りにて行われました。前日に雪に見舞われなかなか交通事情も芳しくなく、

仕事で苦労した方もいらしたのではないでしょうか？かくいう僕もその一人です。通常な

ら往復３時間の道のりを、７時間かけて帰ってまいりました。いいわけでは決してありま

せんが、そんな事もあり懇親会をちょっぴり遅れて参加したのは内緒の話です。 

 

はじめに、水野会長から簡単な挨拶があり、

愛知県鍍金工業組合・伊藤理事長（第１４代会

会長）よりご挨拶をいただいたあと、神谷副理

事長（第２０代会長）の乾杯の発声で、時間通

りに楽しい年末懇親会が始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

納涼会もですが、特に年末懇親会ともなる

と始めから皆さんの顔つきがいつもと違い、

とても活き活きしているように見えるのは、

きっと気のせいではないでしょう。 

あちらこちらで聞こえる笑い声やたまに飛交う怒鳴り声、グラスを倒して文句を言ったり

言われたり、とてもにぎやかで楽しい時間を年末にみんなで共有する。とても素晴らしい

事だと思いますが、色々な方にとても美味しいお酒をついでいただき、毎年僕の記憶は懇

親会の後半になるにつれ失われていきます。最後は加藤先輩（第２１代会長）に締めてい

ただいて、まずはお開きとなったようですが、これは由々しき事態だと考え、来年の目標

は、  Ｋｅｅｐ ｉｎ ｍｉｎｄ で行きたいと決意を新たにし、筆を置きたいと思います。 
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